
サッポ口ビール博物館

所主主主1l1.:札幌市東区北7条東 9-2寸。

竣工年:1890年

改修年:1987'卒、 2006年

用 途:t零物諮・飲金施設

(改{康前)製糖工場、ビール用

建物所有者:サッポロビール側

設計者:サンガーハウゼン社、北海道庁建築課

大成雄投網一級建築士事務所(改修)

施工者:

大成議設繍(改惨)

雑持管理者:サッポロピ…ル鵠

サッポロピール博物鮪は、立海道関柘の歴史を刻むレン ii、遺の賎業遺産として札幌菌糖地ほの工場・

記念舘群の一つに数えられている。 1890年(明治 23作‘)、旧北海道庁舎と同時期に、 ドイツ・-lTンガー

ハウゼン社の設計 によって精糖工場として創建され、その後、変鴻工場、サッポロピー jレ閣へと転潟をa

繰り返し、 1982年にサッポロビール博物館として再出発するに至っている。その弱、夜り壊す議論もあ

る中で楳存の決断をし、 1986年にレンガ建築の外掛を将来にEまって存続させるためぬ大規模な改修に義

手した。

大改修にあたって、 80c阪療のレンガ造外壁を構造壁としては俊わず、その室内部

設し、既存床スラブそレンガ畿の撮れ止めとして活沼、鋳鉄製の rt設はコンクリートで巻いて補強し、

屋根と木造小原級みを鉄骨で全語的に葺き替えることで留火総議議強とした。内部は博物館としての展

示によって大幅に予を競えられているが、レンガj査の連続ヴォ…ルト天芥は後から塗られた漆喰そ議IJが

して!日に譲し、また、シンボjしとしての煙突もどンニングによって補強されている。 
2004年には、敷地内工場者学の郊外移転と跡地開発を契機に、景観保全のための空地を確保しつつ胤聞

に集客撞設を整備するという全体百十画を立案し、本施設を中心にした豊かな緑と新たな賑わいを創出寸

ることで、まちづくりへの議i献を出ることとした。

工場群の移転に際し、無j蕊作に置かれた付属倉庫類も撤去、建踏の閥周が開放されて見えるようにし

た上で、改めて後背部のレンガ外感周りを修復し、同時にバックスペースを収める増築部においても

匠と素材感の継承に留意している。また、ステンドグラスや鋳鉄線螺旋階段など往時を物語るア…トワ

クも保存・展示の継続が期持されている。

設備・維持管理に関しては、既存のレンガ壌とヴオールト天井を殺すだけの大盤護者講造論強を仔っ

た 1986年~ 1987年の改修持に、野被炊き蒸気ボイラー、空冷チラ…冷凍機などを設置し、空気調和設舗

が整備された。同時に絵排水は高層水璃式から水道重結式に愛吏された。 2004年~ 2006年の改修では融

の電気 (6.6kV)と非常車自家発電機 80kWが増設され、今後も長期修繕計画に基づいて計画的な設

犠議修、更新が予定されている。建物のライトアップにはソーラータイマ…を設援し、また空調のスケ

ジュ、問削 }v運転は設構員による間欠選奪三を行うなど、省エネルギー対策に努めている。

譲事と開発のマスタ}ブランを定めて、隣接するショッピングセンタ…の建設においても本施設の軸

畿を思いて衛並みとして壁商線を調整し、外部担問と景観の一体的整備を闘ったこと、更には外構の整橋、

もたいへん行き届いていることなどが四季を通じた地域の魅力作りに効を奏して、札幌の代表的緩 
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